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国
見
町

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
副
隊
長

斎

藤

玲

子

さ

ん

（
1
8歳
）
山
崎
字
太
子
堂
九
の
三

且
七
さ
ん
の
長
女
）

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
と
は
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
下
の
年
少
隊
の
こ
と
で
あ
っ
て

。
小
学
三
年
～
五
年
生
を
対

象
に
募
集
し
。
ゲ
ー
ム
や
自
然
を

逓
し
て
、
広
い
知
謀
と
強
い
精
神
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
訓
練
し
て

い
ま
す
。

斎
腰
さ
ん
は
今
年
の
六
月
に
入

隊
。
欠
員
と
な
っ
た
剔
隊
畏
に
と
、
団
員
長
の
曳
地

】
さ
ん
に
白
羽
の

矢
を
た
て
ら
れ
た
も
の
で
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

現
在
。
福
島
女
子
短
期
大
学
一
年
生
。
将

来
は
幼
稚
園
の
先
生
に
…
…
と
い
う
健
康
で
明
る
い
お
嬢
さ

ん
で
す
。
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事 業 に 重 点

歳　入

図(1)

昭
和
五
十
二
年
度
決
算

昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月
定
例

議
会
に

お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
お
金

が
入
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
便
わ
れ
た
の
か
、
そ
の

中
味
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

3
0％
台
の
伸
び
率

昭
和
五
十
二
年
度
も
財
政
を
と
り
ま

く
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

し
た
が
、
町

税
の
完
全
徴
収
、
鰹
驚
経

賢
節
減
に
よ
っ
て
健
全
財
政
維
持
に
努

め
る
一
方
、
教
育
施
般
の
整
爾
と
町
民

生
活
関
係
事
業
な
ど
に
重
点
を
置
い
て

事
業
を
違
行
し
て
来
ま
し
た
。

蔵
入
十
五
億
二
千
七
百
一
二
十
七
万
円

歳
出
十
四
億
九
千
百
八
十
九
万
円
、
差

引
三
千
五
百
四
十
六
万
円
で

、
歳
出
歳

入
の
対
前
年
度
伸
び
率
が
三
〇
％
を
越

し
た
の
は
昭
和
四
十
七
年
度
以
来
の
こ

と
で
す
。

歳
　
　
入

自
主
財
源
ニ

ー
ー
（
％

歳
入
は
対
前
年
度
比
較
で
一一一
億
九
千

九
百
五
十
五
万
円
の
増
加
で
三
五

・
四

％
の
伸
び
で
す
。
財
源
別
内
訳
は
図
川

の
と
お
り
で
。
地
方
交
付
税
が
四
〇

・

八
％
で
第
一
位
、
次

い
で
町
破
一
九

・

七
％

。
町
税
一
五

・
八
％
、
国

庫
支
出

金
一

丁

五
％

の
順
位
で
す
。

地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
の

国
県

に
依
存
す
る
財
源
は
依
然
と
し
て

高
く
、
全
体
の
七
八

・
二
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
一
方

自
主
財
源
は
、
町
税
を

筆
頭

に
し
な
が
ら
二

丁

八
％

に
留
ま

っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
し
て
大

幅
に
伸
び
て

い
る
も
の

は
国
庫
支
出
金
（
約
二
・
六

倍
。
一
億
九
千
万
円
増
）
町
債
（
約
二

・
二

倍
、
一
億
六
千

六
百
万
円
増
）。
で

す
。
こ
れ
は
、
大
木
戸
小
改
築
、
公
営

住
宅
建
設
、
町
道
整
備
の
事
業
遂
行
に

よ
る
も
の
で
す
。

●

一
般

財

源

は
六

一

・

三
％

町
税
や
地
方
穣
与
税
、
自
動
卒
取
得

税
交
付
金
、
地
方
文
付
税
な
ど
、
依
存

財
産
と
自
主
財
源
の
区

分
に
か
か
わ
ら

ず
地
方
公
共
団
体
が
自
由

に
使
え
る
も

の
″
｀

一
Ｊ骰
財
源
で
で

き
る
だ
け
多
く
確

保
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
え
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
財
濠
便
用

可
能
額
は
九
億
三
千
七
百
万
円
で
皮
い（

全
体
の
六

丁

三
％
で
す
。
胯
年
度
よ

り
一
四

・
五
％
下
回
つ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
国
庫
支
出
金
な
ど
、
使
途
が
定

め
ら
れ
て

い
る
特
定
財
渾
が
大
幅
に
伸

び
た
た
め
で
す
。

●
財
政

力

指

数

は
〇

・

二

六

七
％
　

地
方
公
共
団

体
が
等
し
く
妥
当

な
水

準
で
自
主
的
に
そ
の
事

務
を
遵
行
し
財

産
を
管
理
す
る
の

に
必
要
な
経
費
（
基

準
財
政
需
要
額
）
に
対
し
榛
準
的
な
状

態
に
お
い
て
徴
収
が
見

込
ま
れ
る
税
収

額
（
基
串
財
歌
収
入
額

）
が
ど
の
程
度

か
を
表
し
た
も
の
で
指
致
が
一
以
上

か
　

一
に
近
い
ほ
ど
財
政
能
力
が
高
い
と
い

え
ま
す
。
昭
和
五
十
二
年
度
は
○

こ
一

六
七
で
遇
去
十
年
間
大
き
な
変
化

は
あ

り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
収
入

が
経
費

に
不
足
す
る
麟
を
補
て
ん
す
る
も
の
が

地
方
交
付
税
で
す
。

歳
　
　
出

教
育
費
・
土
木
費
伸
び
る

歳
出
決
算
の
状
況
は
図
閙
の

と
お
り

で
す
。
教
育
費
（
二
五
・
二
％

）
土
木

費
（
二

丁

一
％
）
総
務
費
（

コ

丁

五
％
）
農
林
水
産
葉
費

こ

Ｉ
・
一
％
）

民
生
費
（

一
〇
・
七
％

）
の
順
で
高
く

こ
れ
ら
五

費
目
で
総
額
の
八
〇
・
六
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
教
育
費
（
約

二

倍
、
一
慵
八
千
五
百
万
円

増
）
土
木

費
（
約

丁

六

倍
。
一
億
一
千
四
百
万

円
増

）
の
伸
び
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ

は
大
木
戸
小

改
築
、
町
遭
改
良
、
公
営

住
宅
建
般
な
ど
に
よ
る
も
の
で
歳
入
の

国
庫
支
出
金
や
地
方
債
の
伸
び
に
関
連

し
ま
す
。

次
に
経
費
を
性
質
別

に
分
類
し
た
の

が
図
闥
で
す
。
一

通
建
吸
事
業
（
三
九

・
三
％

）
人
件
費
（
二
七
・
二
％

）
補

助
費

こ

二

・
一
％

）
が
高
い
割
合
を

占
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
義
務
的
経
費
、

投
資
的
経
費
及
び
そ
の
他
の
経

費
に
区

分
す
る
と
投
資
的
経
費
が
全
体
の
四
一

％
を
占
め
加
年
度
の
構
成
比
よ
り
一
四

・
六
％
上
回

っ
て

い
ま
す
。
逆

に
二
つ

の
鰹
費
は
加
年
度
の
そ
れ
よ
り
落
ち
て

い
ま
す
。
ま
た
、
投
資
的
経

費
は
伸
び

率
で
も
前
年
度
の
ほ
ぼ
二
俯
に
伸
び
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
大
木
戸
小
改
築
を
初

め
と
す
る
投
資
的
事
業
の
遂
行
の
た
め

で
す
。

各
部
門
の
成
果
は
次
の

と
お
り
で

す
。



一 般 会 計

投資的投資的

歳　出

図(2)

衛生部門

・公立藤田病院組合負担金　　　　3  靆 19万円

・伊達地方衛生処理組合負担金　　　2.957 万円

・事庭排水施般整備材料代（川内地区)  500 万円

・成人病検診委託事業　　　　　　　168 万円

・結核検診事業　　　　　　　　　　n5 万円

農林部門
・鳥取 林道開設事業　　　　　　　3.513 万円

・県言大枝地区洪水防除事業負担金　 乢 202万円

・広敏農道用地協力者報償　　　　　987 万円

・伊達西部農業募盤整備協議会負担金　901 万円

・不動滝渇水対策事業工事　　　　　503 万円

・高齢者肉用牛飼育モデル事業基金縁出金

500万円

一童ノ鷦地区団体富灌漑排水事業般計委託料

493万円

・山崎川前水路改体工事　　　　　　415 万円

・槍江長割水路改修工事　　　　　　290 万円

・太田沼溜池工事　　　　　　　　　225 万円

・桑折町国兇町有北山組合負撞金　　　215 万円

・農業振典団体育成補助金　　　　　169 万円

商工部門
・中小企業振興対策預託金　　　　　800 万円

・商工会振興費補助金　　　　　　　360 万円

・街路灯維持費棚助金　　　　　　　65 万円

消防部門
・伊達地方消防組合負担金　　　　4  . 341万円

・消防ポンプ自助車　　　　　　　　535 万円

・防火用水槽股置賢補肋金（３ヵ所）　100 万円

総務本部
・新幹線トンネル堀削に伴う渇水対策事業

846万円

・交通安全施設（街灯、防績柵、カーブミラー）

301万円

・町税針算センｆ一委託事巣　　　　169 万円

・公用車購入　　　　　　　　　　　125 万円

・部落集会所建設補修費楠助（５件）　91 万円

真 庭:啣,賻
・老人医療費10割綸忖　　　　　　5.  0万円

・児童手当交付金　　　　　　　　1.946 万円

・季節保宵所開設　　　　　　　　　847 万円

・老人ホーム組合負担金　　　　　　675 万円

・重度心身障書者医療給付　　　　　169 万円

・老人家庭奉仕輿　　　　　　　　　IZ3 万円

・敬老祝金交付（匐蔵以卜 加7人）　　104 万円

労働部門
・労働者金融対策預託　　　　　　　200 万円

性 質 別 に 見 た 歳 出

図(3)

次

ペ

ー
・
ジ

に

続
き

ま

す

歳出総額14億



土木部門
・大坂団地住宅建股（土地代合む）　7.  0 万円

・内谷西堂線町道改良及び舗装工事　4.  1 万円

・川内元寺西線町道改良工事　　　　 】 .189万円

・上鶉町別当繍町道改良工事　　　　1  . 6万円

・川北平林線町道工事　　　　　　　985 万円

・鶉町線町道改良工事　　　　　　　982 万円

・内谷小坂線町道改良工事　　　　　982 万円

・竜謾院川河川改良工事　　　　　　856 万円

・小林辻柬繍町道改良工事　　　　　545 万円

・町遭補修資材（砂利、砕石、ヒューム管）

476万円

・日渡線町遭改良工事　　　　　　　410 万円

・小坂北町裏線町道改良工事　　　　374 万円

・大坂線町道改良工事　　　　　　　304 万円

・高田三斗蒔線町道改良工事　　　　317 万円

教育部門
・大木戸小掌校改築関係費　　　１億9.134 万円

工事費　　　　　　　　　1  億 7.498万円

設計管理委託料　　　　　　　　490 万円

用地代　　　　　　　　　　　216 万円

プレハブ校舎借用代　　　　　　725 万円

爾品費　　　　　　　　　　　　93 万円

その他事務費　　　　　　　　　112 万円

・藤田小床張工事　　　　　　　　　492 万円

・各小学校管理備品購入費　　　　　354 万円

・各小掌校教材備品購入費　　　　　336 万円

・大枝小掌校組合負擅金　　　　　　341 万円

・小中学校管理讐備番託科　　　　　276 万円

・町民運助場工事　　　　　　　　　254 万円

・公民館図書購入費　　　　　　　　113 万円

・三町学校給食センター協議会負担金489 万円

国

保
特
別
会
計
決
算

昭
和
五
十
二
年
度
国
民
健
筆
保
険
特

別
会
計
決
算
は
．
歳
入
三
億
九
千
八
百

六
十
八
万
円
、
歳
出
三
徳
六
千
三
百
六

十
八
万
円
．
差
引
三
千
五
百
万
円
は
昭

和
五
十
三
年
度
へ
繰
越
さ
れ
減
税
な
ど

に
充
て
ら
れ
ま
し
た
．

歳
入
の
内
訳
は
．
国
庫
支
出
金
、
二

億
四
千
百
四
十
三
万
円
（
六
〇
・
六
芦

で
第
一
位
、
次
い
で
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
国
艮
健
康
保
険
税
が
一
億

一
千
五
百
十
八
万
円
（
二
八
・
九
％
）

繰
越
金
二
千
六
百
八
十
五
万
円
（
六
・

七
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
．

次
に
歳
出
の
内
容
を
見
ま
す
と
、
保

険
給
付
費
が
三
億
三
千
二
百
七
十
三
万

円
と
全
体
の
九

丁

五
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
総
務
費
が
千
四
百
二
万
円
（
四

・
一
％
）
、
保
健
婦
設
置
な
ど
の
保
健

施
設
費
が
千
二
百
七
十
二
万

円
（
三
・

五
％
）
と
主
な
項
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
５

）

昭

和
五
十
二
年
度
の
受
診
率
は
、
年

間
平
均

被
保
険
者
六
六
〇
一
人
に
帥
し

受
砂
件
数
四
一
、
九
四
一
件
で
す
の
で

六
三
五
％
で
し
た
。

国
民
健
康
保
険
に
関
す
ス
’畔

し

い
こ

と
は
「
広
報

く
に
み
」
８
月
号
を
ご
参

照
下
さ
い
。

図(5)

図(4J

読書活動に情熱を燃やす

内 池 和 子 さ ん

十
月
二
十
七
日
か
ら
統

書
週
間
が
始

ま
る
。
秋
の
夜
長
に
本
を
ひ
も
と
く
楽

し
み
は
何
も
の
に
も
換
え
が
た
い
も
の
。

一
冊
の
本

と
の
め
ぐ
り
逢

い
が
、
自
分

の
一
生
を
変
え
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
子
供
に
と
っ
て
＊

が
好

き
に
な

る
こ
と
は
、
ど
れ
だ
け
生
涯

が
豊
か
に

な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

内
池
和
子
さ
ん
（
山
崎
字
沢
田
十
の

九
）
は
、
児
童
図
書
の
研
究
を
続
け
る

と
と
も
に
「
母
と
子
の
読
書
活
助
」

な

ど
を
通
し
て
、
地
域
の
児
童
の
読
書
普

及

に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。
「
＊
は

字
を
覚
え
た
り
知
敵
を
広
め
る
た
め
に

統
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供

に

と
っ
て
大

切
な
の
は
考
え
方
を
広
め
る

基
礎
づ
く
り
で
あ
っ
て
時
間
的
・
空
間

的
視
野
を
大
き
く
す
る
こ
と
Ｊ

『
母
と
子

の
読
書
活
動
』
で

は
、
図

書
館
の
よ
う
に
＊

を
そ
ろ
え
て
侍
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か
４
本
を

持
っ
て
地
城

に
出
向

い
て
貸
し
出
す
も

Ｑ
ｉ

内
池

さ
ん
を
指
導
員
と
し
て
。
公

民
館
の
職
員

が
ラ
イ
ト
バ
ン
に
二
百
冊

の
＊

を
禎
ん
で
各
地
区
（
小
坂
、
森
江

野
、
大
枝
、
石
毋
田
）
へ
週
二
回
、
巡

回
す
る
。

が
、
そ
れ
は
単
な
る
貸
出
し

で
は
な
く
、
指
導
を
蒙
ね
て
お
話
を
し

た
り
遊
ん
だ
り
・
…
…
；
大
図
番
館
の
シ

ス
テ

ム
で
は
で
き
な
い
人
間
的
な
ふ
れ

あ
い
が
あ
る
。
「
各
小
掌
校
と
地
城
の

お
母
さ
ん
方
の
協
力
の
お
か
げ
で
す

。

最
初
は
や
は
り
い
い

本
を
選
ん
で
あ
げ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
～
四
回
繰
り

返
せ

ば
お
の
ず
と
自
分
で

選
べ
る
よ
う
に
な
る

か
ら
」
。
ま
た
「
無

理
に
読
ま
せ
て
感
想

文
を
強
制
し
て
は
＊

が
き
ら
い
に
な
る
の

が
あ
た
り
ま
え
。
大

切
な
の
は
楽
し
く
絖

ん
で
意
欲
を
か
き
た

て
る
こ
と
。
そ
し
て
、



今
絖
ん
で
効
果
を
期
待
し
て
は
だ
め
。

二
十
年
後
ご
二
十
年
後
を
信
じ
る
こ
と

で
す
ね
Ｊ

こ
こ
で
は
貸
出
す
冊
敷
は
制
限
し
て

い
な
い
。
す
き
な
だ
け
貸
し
て
自
由
に

肢
ま
せ
る
。
な
る
べ
く
数
多
く
の
本
に

ふ
れ
て
好
き
な
＊

を
見
い
出
す
た
め
と

い
う
こ
の
方
式
は
、
全
国

に
先
が
け
て

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
内
池
さ
ん
は

『
母
と
子
－

』

と
は
別
に
。
県
立
図

書
館
の
指
定
を
受

け
て
、
自
宅
を
開
放
し
て
親
子
読
書
の

文
庫
を
つ
く
っ
た
。
藤
田
地
区
を
対
象

に
、
昭
和
四

十
七
年

か
ら
毎
週
土
曜
日

貸
出
し
を
行
っ
て

い
る
。
そ
し
て
年
末

に
は
子
供
劇
蝿
を
催
し
。
お
毋

さ
ん
た

つ`
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
。

内
池
さ
ん
は
、
現
福
鳥
女
子

高
の
前

身
で
あ
る
福
鳥
第
二
高
女
を

卒
業
と
同

時
に
、
同
校
の
図
書
館
に
勤

務
。
夜
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
刷
団

で
八
年
聞
活
躍
。

「
忙
し

く
て
、
脊
は
ほ
っ
そ
り
し
て
い

た
ん
で
す
よ
、
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
い

け
ど
…
…
ホ
ホ
ホ
。
で
も

と
て
も
楽
し

か
っ
た
」
と
。
当
畔
が
な
つ

か
し
そ
う
。

生
来
の
本
好
き
で
、
吉
沢
賢
治
に
心

酔
。
そ
し
て
、
子
供
の
頃
に
挽
ん
だ
ト

ル
ス
ト
イ
の
童
話
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と

い
う
。
暇
争
中
は
書
物
が
な
く
て
、
活

字
に
飢
え
、
本
が
借
り

ら
れ
る
と
な
れ

ば
、
千
里
の
遭
も
遠
し
と
せ
ず
借
り
歩

い
た
そ
う
で
あ
る
。

今
で
こ
そ
本
屋

に
は
お
び
た
だ
し

い

数
の
本
が
並
ん
で

い
る
が
、
子
供
の
本

は
比
較
的
歴

史
が
浅
く
、
普
及

し
た
の

は
昭
和
三

十
年
の
後
半
頃
か
ら
だ
そ
う

だ
。
数
多
い
本
の
中
か
ら
い
い
＊

を
選

ぶ
の
は
む
ず
か
し

い
が
「
民

話
や
童
話

の
原
点
に
帰
る
こ
と
。
も
と
の
話
に
忠

爽
な
絵
や
物
語
を
伝
え
て
あ
げ
た
い
。

豕
た
、
絖
窖
は
禎

み
重
ね

が
大
切
。
六

夲
生
だ
か
ら
六
年

生
用
の
本
と
決
め
て

し
ま
わ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
黙
っ
ぽ
く

ａ

る
。

そ
れ
か
ら
。
ど
う
し
て
も
爽
現
し
た

い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
。

藤
田
病
院
に
文
庫
を
つ
く
る
こ
と
。

「
ぜ
ひ
町
の
方

に
お
願
い
し
た
い
。
初

め
は
小
さ
く
て
も
近
隣
の
町
が
協
力
す

れ
ば
実
現
で
き
る
と
思
う
。
そ
の
時
で

き
る
だ
け
の
手
伝
い
は
す
る
つ
も
り
」

病
人
の
心
の
澗

い
と
し
て
、
ぜ
ひ
実
現

し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
県
北
地
区
家
庭
文
庫
漣
絡
会

畏
。
ま
た
、
全
国
的
な
組
織
で
あ
る
児

竄
図
書
館
研
究
会
に
所
属
。
さ
ら
に
月

二
回
、
福
鳥
子
ど
も
の
本
研
究
会
で
の

勉
強
会
。
「
子

ど
も
の
本

の
こ
と

に
な

る
と
夢
中
に
な
っ
て
…
…
」
と
言

い
な

が
ら
、
自
ら
も
勉
強
を
惜
し
ま
な
い
。

一
方
、
毎
月
一
回
福
大
助
教
授
の
村

上
先

生
を
指
郡

に
本

好
き

な
主
婦
た

ち
が
集
ま
っ
て
本
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ

「
木
曜
会
」
の
中
心
で
あ
り
。
そ
の
他

騎
、
油
桧
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
趣
味
も
多

く
、
妻
と
し
て
一
男
二
女
の
毋
と
し
て

多
忙
な
日
々
を
お
く
っ
て

い
る
。

読
書
活
動
に
取
り
組
む
内
池
さ
ん
の

真
摯
（
し
ん
し

）
な
姿
と
、
庭
先
に
今

を
盛
り

‘と
咲
き
こ
ぼ
れ
た
見
事
な
萩
が

印
傘
的
だ
っ
た
。

昭
和
六
年
十
一
月
六
日

生
ま
れ
。

水

道

事

業
会

計
決

算

昭
和
五
十
二
年
度
末
給
水
件
数

气

九
九
九
件
、
給
水
人
口
八
。
二
四
三
人

に
対
し
年
間
総
配
水
量
七
五
七
、
四
八

六

㎡
、
有
収
水
量
五
二
八
、
五
三
四
、一
1
1
1

で
有
収
撃
六
九
・
八
％
で
し
た
。

前
年
度
に
比

べ
有
収
水
量
で
五

・
三

％
、
有
収
率
で
は
三

・
八
％
の
伸
び
で

す
。ま

た
、
負
荷
率
も
八
〇
・
五
％
で

Ｉ

〇
％
伸
び
て
給
水
収
益

は
五
千
九
百
七

十
四
万
円

と
な
り
施
設
利
用
上
好
成
績

を
納
め
、
純
利
益
で
千
七
百
七
十
四
万

円
と
安
定
し
た
経
営
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
建
設
改
良
事
集

一
方
、
水
需
要
の
増
大
に
対
処
す
る

た
め
、
容
量
二
七
〇

㎡
の
配
水
池
を
増

設
す
る
と
と
も
に
水
資
源
の
開
発
に
も

着
手
し
、
約
一
、
〇
〇
〇
『
ｆ…
取
水
可
能

な
深
井
戸
の
拭
楓
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
営
は
場
整
偏
事
業
に
伴
う

延
長
二
八
八

ｍ
に
つ
い
て
の
配
水
管
の

移
設
工

事
、
水
圧
低
下
地
区
（
板
橋
、

山
根
）
に
増
圧
装
置
の
設
置
工

事
並
び

に
浄
水
場
の
塩
棄
滅
菌
装
置
般
置
工
箏

等
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
財
政
状
況

水
道
事
業
収
益

六
千
百
六
十
五
万
円

水

道
事
業
費
用

四
千
三
百
九
十

一
万
円

差
引
（
純
利
益
）一

千
七
百
七
十
四
万
円

こ
れ
は
、
減
債
租
立
金
（
八
十
九
万

円

）
。
建
設
改
良
積
立
金
（
千

六
百
八

十
万
円
）
に
禎
立
さ
れ
残
金
五
万
円
は

翌
年
度
に
繰
越
さ
れ
ま
す
。

資
本
的
収
入

七
百
四
十
二
万

円

資
本
的
支
出

二
千
七
百
四
十
五
万

円

差
引

二
千
三
万
円
不
足

こ
の
不
足
額
は
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
百
九
十
一
万
円

、
建
設
改
良

積
立
金
千

六
百
万
円
及
び
当
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
二
百
十
二
万
円
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

その他の特別会計決算

貝田簡易水道

歳　入　５２１万円

歳　出　４３ 】万円

差 引　　９０万円

肓英

歳 入　２５４万円

歳 出　１７７万円

差　引　　７７万円

入山財産区

歳　入　２３３万円

歳　出　２１３万円

差　引　　２０万円

簾田財産区

歳 入　１７２万円

歳 出　 １１４万円

差　引　　５８万円

大木戸財産区

歳 入　　５１万円

歳　出　　 ８万円

差　引　　４３万円



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電2  6 7 6
話 国 4 1

９月の利用者

公民館

2. 1 人

体育館

2. 356人

深まりゆく秋に

国見町文化祭

町園芸愛好会のみごとな菊 （昨年）

国
見
町
の
秋
を
彩
る
文
化
祭
が
、
十

月
六
日

か
ら
十
一
月
十
二
日
の
聞
に
開

催
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
諸
流
い
け
ぱ
な
展
（
十

月
六
日

～
八
日
）、
作
品
展
示
会
（
十
一

月
三
日
一

五
旦

、
芸
能
発
表
会
（
十
一

月
十
六
日

が
あ
り
ま
す
。

作
品
展
示
会

○
と

き
　

十
一
月
三
日
～
五
日

○
と
こ
ろ
　

町
民
体
育
館

○
時

間
　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

○
内

容
　

書
、
日
本
画
．
写
真
、

陶
器
、
手
芸
、
俳
句
、

盆
栽
、
菊
花
．
生
花
、

高
齢
者
作
品
、
児
童
生

徒
作
品

心
の
こ
も
っ
た
見
事
な
作
品
が
一
同

に
展
示
さ
れ
！

す
。
ご
裏
族
お
そ
ろ

い

で

お
出
か
け
下

さ
い
。

芸
能

発

表
会

○
と

き
　

十
一
月
十
二
日
｛
日
｝

○
と
こ
ろ
　

町
民
体
宵
館

○
時

間
　

午
前
十
時
～
午
後
三
時

○
内

容
　

合
唱
、
民
謡
、
吟
詠
．

日
本
舞
諂
、
箏
曲

町
内
の
各
文
化
団
体
が
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
い
た
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

明
治
学
級
だ
よ
り

熱

心

に

学

習

九
月
の
明
治

幸
秘
は
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
の
お
話
と
指
導
、
そ
し
て
、
藤

田
小
学
校
の
小
川
校
長
先
生
か
ら
「
孫

の
し
つ
け
方
と
老
人
の
役
割
」
と
い
う

題
で

お
話
を
き
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
秋
瞬
れ
に
、
稲
刈
や
養

炎
で
忙
し
く
。
出
席
者

が
あ
や
ぶ
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
六
十
名

が
参
加
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
は
、
桑

折
警
察
署
交
通
安

全
指
導
課
の
山
田
部
畏

さ
ん
の
お
話
で

す
。
死
亡
事
故
の
原
因
や
、
正

し
い
自

転
車
の
啝
り
方
・
歩

き
方
を
約
一
時
間

に
わ
た
っ
て
講
議
、
交
通
法
規
は
白
分

の
命
を
守
る
も
の
。
必
ず
守
っ
て
下

さ

い
と
の
お
話
に
み
な
さ
ん
う
な
ず
い
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
″Ｒ
問
に
入
り
、

「
自
転
車
を
押
し
て
歩
く

と
き
は
左
右

ど
ち
ら
が
正
し

い
か
」
「
踏
切
り
の
正

し
い
渡
り
方
は
？

」
な
ど
活
発
な
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
実
際
に
外

に
出
て
、
山
田
部

長
さ
ん
の
指
導
で
自

転
卑
と
徒
歩
で
交

差
点
の
正
し
い
渡
り
方
を
練
習
し
ま
し

た
。こ

の
あ
と
は
小
川
校
長
先
生
の
お
話

で
す
。
先
生
の
豊
富
な
経
験
か
ら
、
現

代
の
子
供
の
特
徴
と
宵
て
方
、
掌
校
だ

け
で
は
教
育
で
き
な
い
こ
と
。
家
庭
で

の
し
つ
け
方
の
大
切
な
こ
と
な
ど
を
お

聞

き
し
ま
し
た
。
次
の
こ
と
は
、
お
話

の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

・
一
寸
し
た
こ

と
で
悪
い
奴
だ

と
き
め

つ
け
て
は
い
け
な
い
。
偶
つ
け
な
い
よ

う
に
育
て
た
い
。

・
教
宵
と
は
教
え
育
て
る
こ
と
。
育
て

る
こ
と
は
父
兄
の
方
が
優
れ
て
い
る
。

・
今
の
子
ど
も
は
け
ん
か
を
し
な
い
。

小
さ
い
大
人
み
た
い
だ
。

・
子
供
に
動
労
体
験
の
時
間
を
も
う
け

た

い
。

お
じ
い

ち
ゃ
ん

お
ば
あ

ち
ゃ
ん

の
よ
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ

三

犀

里
４

よ

の

兜
Ｓ

の

ア

ン
ケ
↓

卜
よ

り

―
よ

い
こ
と
、
悪

い
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る

２

家
の
仕
事
を

Ｉ
生
け
ん
め
い
や
っ
て

い
る

３
先
祖
を
大
切
に
す

る

４
昔
話
を
し
な
が
４
大
切
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
る

（
い
や
な
こ
と
）

１
す
ぐ
お
こ
る

２
同
じ
こ

と
を
何
度
も
ｎ

う

〔
貝
の
話
〕

大
学
で
貝
の
研
究

を
し
て
い
る
父
を

も
つ
子
供

子
供
が
貝
の
こ
と
に
つ
い
て
担
任
の

先
生
に
質
問
し
た
。
担
任
教
師
は
わ
か

ら
な

い
か
ら
お
父
さ
ん
に
聞
く
よ
う
に

と
言
っ
た
。
父
は
。
お
加
の
先
生
は
何

で
も
わ
か
っ
て

い
る
偉
い
先
生
な
ん
だ

が
、
お
父
さ
ん
に
遠
慮
し
て

い
る
ん
だ
一

明
日
ま
た
先
生

に
訪
ね
て
み
な
さ

い
、

と
酋
っ
て
。
質
問
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

に
専
問
的
な
解
答
を
先
生
に
送
り
届
け

て
お
い
た
。
明
日
帰
宅
し
た
子
供
は
、

侠
の
先
生
は
や
っ
ぱ
り
偉
い
ん
だ
と
喜

ん
で
報
告
し
た
。

自
分
の
子
供

に
狽
任
教
師
を
尊
敬
さ

せ
る
べ
く
取
り
計
ら
っ
た
父

親
の
偉
大

さ
を
兄
習
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
わ
い
い
孫
の
た
め
、
父

親
。
母
親

を
尊
敬
さ
せ
る
ぺ
く
仲
だ
ち
の
役
こ
そ

お
じ
い
さ
ん
、
お
ぱ
あ
さ
ん
の
大
切
な

役
割
で
は
な
か
ろ
う
か
。
―

横
断
歩
道
は
手
を
上
げ
て

わ
た
り

ま
し
ょ
う



み

ん

な

走

ろ

う

町
内
一
周
の
駅
伝
大
会

国
見
町
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が

次
の
要
項
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
ス
ポ

ー

ツ
に
親
し
み
。
地
域
の
観
交
を
深
め
る

た
め
に
も
。
数
多
く
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
　

日

十
一
月
五
日
（
日

）

会
　

場

町
内
一
周

ス
タ
ー
ト

町
公
民
館
肪

午
前
十
時
三
十
分

参
加
資
格

１
国
見
町
民
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、

中
掌
生
お
よ
び
高
校
生
の
上
部
団
体

登
録
者
を
除
く
。

２

地

域

に

よ

る

チ

ー

ム

繼

成

と

す

る

。

３

年

齢

別

は

次

の

と

お

り

。

十

五

歳

～

二

十

歳

未

満
　
　

二

名

二

十

歳

代
　
　
　
　
　
　

三

名

三

十

歳

代
　
　
　
　
　
　

三

名

四

十

政

代
　
　
　
　
　
　

二

名

｛

昭
和

刄

十

三
年

十

一

月

一
日

現

在

｝

４

選

手

は

チ

ー

ム

の

ス

ポ

ー

ツ

傷

書

保

険

に

加

入

す

る

。

申

し

込

み

十

月
一
二
十

一

日

ま

で

町

公

民

館

へ

監

輦

会

議

十

一

月

一

日

（

水

）

午

後

七

時

三

十

分

、

町

公

民

館

で

行

う

。

夫婦なかよく
さくらんぼ学級生　その５

さくらんぽ学級とは、

公民館を中心とした若

い夫婦の集まりです。

賀

藤
　

幸

一

さ

ん

（
二

九

）

ミ

ツ

子

さ

ん

（
二

七

）

徳
江
宇
稗
剛
３

長
男

司
く
ん

ｉ

）
　
二
男

忍
く
ん

三

）

長
女

恵
ち
ゃ
ん
（
こ

《
家
族
》

夫
婦

子
ど
も
三
人

父
と
毋

《
結
婚
し
た
の
は
》

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
。
全
国
的
な

日
本
晴
れ
の
大
安
古
日
。
あ
ぷ
く
ま
青

年
会
で
知
り
合
っ
た
二
人
は
、
運
命
の

糸
を
た
ぐ
り
よ
せ
る
か
の
よ
う
に
。
大

耶
震
の
果
て
に
（
？

）
い
つ
し
か
ゴ
ー

ル
イ
ン
。

《
う
ち
の
お
と
う
ち
ゃ
ん
》

筋
骨
た
く
ま
し
く
、
顔
を
ぬ
き
に
し

て
美
男
子
で
、
頼
も
し
い
と
う
ち
ゃ
ん
。

専
業

農
家
と
自
負
し
、
毎
日

畑
で
働
い

て
い
ま
す
。

《
う
ち
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
）

大
河
を
渡
り
、
村
内
の
他
国
に
嫁
い

だ
森
山

美
人
。
今
で
は
二
太
郎
、
一
姫

相
手
に
育
児
戦
争
。
小
さ
い
お
か
み
さ

ん
、
頼
り
に
し
て
ま
っ
せ
。

沿道の応援をお願いします。

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭
和

五

十
一
二
年

九

月
一
二
十

日

慈
恵
陝
忌
日
に
添
え
ぬ
曼
珠
沙
華
　
　

奥
山

甲
二

高
か
ら
ぬ
Ｉ
山
ま
ろ
し
葛
の
甬
　
　
　

斎
藤
黄
鶴
楼

い
さ
か
い
も
あ
り
て
爽
か
老
二
人
り
　

熊
田
　
一
陽

秋
海
棠
一
叢
さ
し
て
客
迎
ふ
　
　
　
　

野
村
た
か
し

秋
の
蝶
だ
ら
だ
ら
坂
を
蹤
い
て
来
る
　

藤
田

勝
衛

草
の
戸
に
吾
住
み
な
れ
て
五
十
年
　
　

加
藤

癩
仏

庭
石
を
榻
と
よ
り
そ
う
秋
海
棠
　
　
　

須
田

泰
山

名
月
や
月
よ
り
暗
く
煬
灯
し
　
　
　
　

佐
久
間
山
月

曼
珠
沙
華
伊
達
と
相
馬
を
結
ぶ
道
　
　

奥
山

雨
田

師
の
庭
に
思
い
出
多
き
彼
岸
花
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

爽
か
や
募
地
を
も
た
ら
す
供
華
明
り
　

阿
部
し
げ
を

秋
愁
の
手
指
に
重
た
き
聖
書
か
な
　
　

羽
賀

え
い

香
け
ぶ
る
毋
似
の
人
や
彼
岸
花
　
　
　

角
田

昭
子

馬
追
い
や
静
か
に
夫
と
籥
を
置
く
　
　

熊
坂

き
よ

貧
Ｌｙ
さ
を
言
え
ば
木
犀
匂
う
か
な
　
　

森
田

栄
子



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業

山
崎
　

八

島
　

博
正

こ
の
た
び
、
福
鳥
県
農
業
経
営
者
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
派
遣
肝
修
の
引
卒
団
の
一
員

と
し
て
、
当
町
の
八
鳥
富
一
君
を
始
め

と
す
る
県
内
か
ら
選
ば
れ
た
三
十
八
名

の
研
修
生
と
と
も
に
。
フ
ラ
ン
ス
、
オ

ラ
ン
ダ
、
西
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
束
ド

イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
六
カ
国
を
訪
問

し
て
き
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
は
変
わ
っ
た
。

Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
中
で
、
各
Ｓ
と
も
規
模
拡
大

が
進
み
、
機
械
化
が
一
層
充
実
さ
れ
て

き
た
。

十
四
年
前
デ
ン
マ
ー
ク
で
、
若
い
青

年
が
農
業
か
ら
町
へ
流
出
し
て
い
る
様

子
を
見
て
来
た
私
は
、
こ
の
た
び
の
訪

問
で
、
農
葉
が
見
直
さ
れ
て
、
町
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
土
地
を
買
い
、
農
業
経

営
に
生
き
が
い
を
見
い
出
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
来
た
し
こ
う
し
た
話

は
ド
イ
ツ
で
も
ス
イ
ス
で
も
聞
か
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
農
楽
は

日
本
農
鍵
の
将
来
を
示
唆
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
遇
言
で
は
な
い
と
思
ｉ
。
し

か
も
私
達
が
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、

こ
う
し
た
農
業
問
岨
の
解
決
を
、
町
や

県
、
国
の
行
政
問
題
と
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
農
民
自
身
の
問
題
と
し
て
、

農
民
自
ら
の
努
力
で
解
決
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

ま
た
私
達
は
、
農
業
の
持
つ
共
通
な

問
題
と
し
て
、
生
産
過
剰
．
機
械
化
に

よ
る
遇
剰
投

資
等
々
、
ド
イ
ツ
で
も
ス

イ
ス
で
ぢ
ヂ
ン
マ
ー
ク
で
も
聞

い
て
き

た
．
が
し
か
し
．
各
国
の
農
民
が
、
自

分
の
仕
事
と
し
て
自
信
を
も

ち
、
し
か

も
ブ
ロ
と
し
て
、
自
国

の
み
な
ら
ず
、

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
を
相
手
に
．
い
や

世
界
を
相
手
に
農
築
を
含
ん
で

い
る
姿

が
あ
っ
た
．

研
修
旅
行

と
い
う
と
観

光
旅
行
に
な

り
が
ち
で
あ
る
が
、
各
国
の
農
業
を
充

点
的
に
、
民

宿
を
取
り
入
れ
た
こ
の
農

業
経
営
者
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
研
修
の
事
業
は

町

か
ら
は
こ
れ
ま
で
一一一
人
Ｇ
方

が
参
加

さ
れ
た
。
研

修
の
成
果
を
ぜ
ひ
。
今
後

の
農
業
経
営
に
反
映
し
て
農
業
の
中
核

と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
こ
の

事
業

に
、
一
人
で
も
多
く
の
若

い
農
業

経
営
者
を
送
り
た

い
と
思
い
、
最
筏
に

当
町
よ
り
参
加
し
た
八
鳥
富
一
君
も
研

修
生
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
事

故
も
な
く
無
事
帰
国
し
た
こ
と
を
ご
報

告
し
て
、
町
長
さ
ん
を
始
め
数
多
く
の

町
民
の
ご
支
援
に
感
謝
し
た
い
。

牧
野
純
子
さ
ん
（
藤
田
小
五
年
）
が
県
一
位

防

犯

の

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

「
新
聞

を
読

ん
で

」

こ
の
ほ
ど
。
県
防
犯
協
会
主
催
で
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

小
掌
生
の
郎
で
、
藤
田
小
掌
校
五
年
の

牧
野
純
子
さ
ん
が
、
見
事
県
で
一
位

に

選
ば
れ
ま
し
た
。

日
常
の
考
え
や
疑
問
を
卒
直
に
書
き

出
し
た
も
の
で
、
た
だ
今
東
北
大
会
で

書
査
中
で
す
が
。
藤
田
小
学
校
と
桑
折

腎
察
暑
の
ご
好
意
に
よ
り
、
こ
こ
に
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
新
聞
を
見
て
い
た
父
が
。

「
小

学
生
が
強
盗
す
る
な
ん
て
。
考
え

て
も
み
な
か
っ
た
。
お
そ
ろ
し
い
こ
と

５と
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
新
聞
を
見

て
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
。
中

学
一
年

生
と
小
掌
生
が
、
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
も

の
で
、
人
を
お
ど
し
、
お
金
を
う
ば
い

取
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

父

が
、
何
年
も
前
の
小
学
生
や
中
学

生
で
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
人
は
だ
れ
も

い
な
か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
今
の
子
供

が

平
気
で
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
な
あ

と
心
配
そ
う
な
顔
で
言

い
ま
し
た
。

私
も
。
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
わ
か
ら
な
い
と
言
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
父
は

「
純
子
も
考
え
て
ご
ら
ん
Ｊ

と
言
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ

と
考
え
が

で
て
き
ま
せ
ん
。
毋
が
そ
ば
か
ら

「
悪
い
こ
と
だ
と
知
ら
な
い
子
か
し
ら
Ｊ

と
言
い
ま
し
た
。

私
は
、
そ
う
じ

ゃ
な
い
の
で

は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ち
だ
っ

て
、
悪
い
こ
と
は

知
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
中
に
は
。
心
の
中
か
ら
ほ
ん
と
う

に
そ
う
思
っ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
そ

う
思
わ
な
い
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
。
そ
れ
は
、
な
に
か
じ
じ
ょ
う
が

あ
る
と
思
い
ま
す

。
私
も
こ
の
辺
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
父

が

「
感

い
こ
と
だ
と
知
っ
て
い
て
も
、
そ

の
心
を
お
さ
え
き
れ
な
く
て
、
や
っ
て

し
ま
う
ん
だ
ね
」
。

と
甘
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
人
た
ち
は
、
テ
レ
ビ
や

マ
ン
ガ
で
悪

い
こ
と
を
す
る
人
た
ち
の

こ
と
を
カ
ッ
コ
い
い
な
ん
て
考
え
て
、

ま
ね
を
す
る
の
か
な
と
も
思

い
ま
し
た
。

い
く
ら
ま
ね
を
す
る
に
し
て
も

。
よ
い

こ
と
と
懸
い
こ
と
の
区
別

が
で
き
な
い

人
は
人
閥
の
く
ず
だ
と
思

い
ま
す
。

近
ご
ろ
は
、
非
行
少
年

が
ふ
え
て
き

て

い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
父

は
。

「
い
ち
ば
ん

い
け
な
い
の
は
、
よ
く
ぱ

り
の
心
が
多
す
ぎ
る
。
そ
れ
か
ら
が
ま

ん
す
る
心
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
大

き
な
原
因
だ
な
」
。

と
言

い
ま
す
。
わ
た
し
も
、
そ
う
言
わ

れ
て
み
る
と
。
何
で
も
ほ
し

い
な
あ
と

思

い
ま
す
。
ほ
し
い
勧
が
あ
っ
て
賈
つ

て
も
ら
え
な
い
と
、
毋
に
や
つ
あ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

心
が

悪

い
ほ
・
フ
に
ひ

か
っ
て
い
く
の

は
た
い

へ

ん
な
こ
と
で

す
。

こ

ん
な
非
行

問
題
を
な
く
す
た
め
に

は
、
や
は
り
私
た
ち
が
、
そ
ん
な
気
持

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
い
く
ら
気
持
が
ひ
し

や
く

し
や
し
て
、
自
分
の

い
い
な
り
に
な
ら

な
く
て
も
。
不
良

に
な
る
こ
と
は
な

い

と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
お
金
が
な
く
た

っ
て
。
人
の
物
を
ぬ
す
む
な
ん
て
、
や

っ
て
い
い
こ
と
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
人
に
も
め
い
わ
く
が
か
か
る
し
。

自
分

の
両
親
だ
っ
て
ど
ん
な
に
心
配
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
が
ま
ん
す

る
こ
と

に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
を
み
ん
な
が
持
っ
て

く
れ
れ
ば
。
非
行
少
年
や
少
女
な
ん
て

い
な
く
な
り
、
世
の
中
が
も
っ
と
明
る

く
住
み
よ
く
な
る
と
思
い
ま
す
。



健
康
と
ス
ポ
ー
ツ

公
立
藤
田
総
合
病
院
院
長
　
本
宿

尚

昨
晩
ヤ
ク
ル
ト
が
初
優
勝
し
、
多
分

こ
の
広
報
が
で

る
頃
に
は
Ｂ
・
Ｓ
シ
リ

ー
ズ
が
始
ま
っ
て

い
る
頃

で
あ

る
。
野

球
が
終
る
と
ラ

グ
ビ
ー
、
そ
し
て
ウ
イ

ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
一
見

日
本
の
ス
ポ

ー
ツ
は
花
盛
り
の
よ
う
に
見
え

る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
見
る
ス

ポ
ー
ツ
、
娯
楽
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
て

真

に
皆
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
が
隆

甌
か
と
言
え
ば
多
少
の
疑
問
が
残
る
。

今
ま
で
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
は
概
し
て

著
者
の
も
の
で
あ
り
生
渾
を
通
し
て
の

ス
ポ
ー
ツ
は
ご
く
隕
ら
れ
た
者
に
し
か

参
加
の
機
会

が
な
か
っ
た
。
私
が
国
見

に
お
世
話
に
な
っ
て
十
年
に
な
る
が
、

当
初
見
ら
れ
な
か
っ
た
早
朝
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
最
近
は
よ

く
ぶ
つ
か
る
し
、
ソ

フ
ト
ポ
ー
气

野
球
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

一
部
の
人
遠
の
ゴ
ル
フ
な
ど
次
第
に
ス

ポ
ー
ツ
が
見
近
に
な
っ
て
き
た
感
じ
は

確
か
に
あ
る
。
が
、
ま
だ
ま
だ
町
民
全

体
が
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
に
わ
た
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
域
に
は
ほ
ど
違
い
感

じ
が
す
る
。

最
近
の
生
活
形
餓
、
労
働
粂
件
等
社

会
生
活
の
変
化
が
ま
す
ま
す
運
助
不
足

に
拍
車
を
か
け
、
ほ
と
ん
ど
身
体
を
使

う
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
。

余
暇
を
利
用
し
て
身
体
を
助
か
し
、
連

助
不
足
を
補
う
こ
と
は
、
現
代
に
お
け

る
健
康
管
理
に
最
も
璽
要
な
こ
と
で
あ

る
。
疾
病
に
対
す
る
健

康
管
理
は
長
足

の
進
歩
を

と
げ
た
が
、
そ
の
削
段
階
で

あ
る
健
康
の
増
進
と
老
化

速
度
を
遅
ら

す
こ

と
に
関
し
て
は
未
だ
し
の
感
が
あ

る
ゆ身

体
を
助
か
す
。
自
分
の
思
う
と
こ

ろ
に
行
け
る
と
い
う
こ
と
が
人
間
に
と

っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
足

の

お
と
ろ
え
を
防
ぐ
に
は
ス
ポ
ー
ツ
が
も

つ
意
義
は
大
き
い
。

文
明
病
と
言
わ
れ
る
糖
尿
病
も
過

食

と
連
動
不
足
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

輊

い
糖
尿
病
な
ら
ば
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ

て
良
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
得

る
こ
と
が

で
き
る
。
恐
ら
く
次
第
に
増
え
て
く
る

は
ず
の
心
臓
病
も
適
度
の
連
助
に
よ
り

心
臓
を
刺
戟
し
て
お
け
ば
確
か
に
予
防

的
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
り
全
身
の
血

液
の
循
環
を
よ
く
す
る
こ
と
。
肺
活
量

を
増
や
す
こ

と
奪
々
、
ス
ポ
ー
ツ
は
健

康
増
漣
に
と
っ
て
は
か
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。
汗
を
か
い
た
後
の
心
地
良

さ
を
今
一
度
思

い
出
し
て
見
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

町
に
は
野
球
鳩
が
で

き
た
。
し
か
し
。

そ
れ
と
て
も
更
衣
室
も
フ
ェ
ン
ス
も
な

い
単
な
る
広
場
に
す
ぎ
な

い
。
町
営
仍

テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
プ
ー
ル
、
ス
キ
ー
鳩

等
ま
だ
ま
だ
行
政
当
局

に
お
願
い
し
た

い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
一
時
隆
盛

を
極
め
た
ボ
ー
リ
ン
グ
も
全
く
彫
を
ひ

そ
め
て
し
ま
っ
た
。
中

高
年
層
に
と
っ

て
最
も
と
っ
つ
き
曷
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

っ
た
の
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
町
営
ポ

－

リ
ン
グ
鳩
な
ど
も
私
の
夢
で
あ
る
。

体
育
の
日
は
そ
の
日
一
日
だ
け
ス
ポ

ー
ツ
を
や
る
と
い
う
日
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
階
一

。
年
齢
層
が

生
涯
を
通
し
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を

見
つ
け
る
日
で
も
あ
る
し
、
現
代
に
お

い
て
ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
管
理
に
と
っ
て

欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
鯉
識
す
る
日
で
も
あ
る
。

10月 神無月（かんなづき）

018 日・統計の日

023  日・可信電話 記念H

024  日・粛降

026 日・原子力の日

○刀 日・餓書週間始まる

11月 霜月（しもつ き）

０ １日・自衛隊記 念 日・灯台

記念日・教宵 文化遡間
０３ｕ ・文化のｕ

ｏ８日・立冬 一世界都市計曲

○　 の日

ｏｎ 日・世 界平和紀念Ｈ

クツの手入 れ 足元を児ら

れる、おし ゃれは足元からな

どと古くからい われてい ます

が。現代でもこの風潮にかわ

りはない ようです。奮 みたい

に下駄や草履をはく機会は少

なくなってい ます。生活の形

餓がかわって きたからでしょ

うが、相当 なお年寄りでも靴

万能の畔代になったよ うです。

カラツとした日を道んで夕

ツを念入りに手人れしておき

ましょう。ほこり落としやつ

や出しなど日驚の手入れのほ

かに。２～３ヵ月に一度くら

いは倉入り手入 れすることが。

靴の長持 ちの秘けつです。

心配ごと相談日

場所：役鳩宿直亶

時間：９時～12時

こまったことや心配ごとがあり

ましたらお気軽にご相談下さい。

秘密は絶対 に守ります。

（柑 談 員）

10月25日（水）菊 地 正 治

阿 部 キ　ク

11月４日（土）宇佐美 兵 蔵

佐 藤 ハルヨ

11月15日（水）曳 地 善 作

佐 藤 チ　カ

11月25日（土）佐久間 岩 吉

安 藤 玉 井



小鳥とけものの楽園
あつかし山 を鳥獣保 護区 に

キ
ジ
を
放
す

田
口
さ
ん
と

佐
久
間
さ
ん

小
鳥
や
け
も
の
た
ら
を
守
る
た
め
の

『
鳥
獣
保
護
区
』
が
、
わ
が
町
に
も
ま

も
な
く
設

け
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
に
先

が
け
て
、
九
月
十
六
日

。
あ
つ
か
し
山

に
キ
ジ
の
幼
鳥
が
放
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
放

さ
れ
た
キ
ジ
は
雌
雄
三
」ｒ

五
羽
。
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
、

県

か
ら
委
託
さ
れ
た
地
元
猟
友
会
の
佐

久
間
友
吉
さ
ん
と
田
口
定
爾

さ
ん
の
手

に
よ
っ
て
放
さ
れ
ご
兀
気
い
っ
ぱ

い
に

付
近
の
林
に
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。

最
近
、
カ
モ
シ
カ
や
コ
ガ
ラ
な

ど
が

違
法
に
捕
蠖
さ
れ
た
り

。
開
発
や
汚
染

で
住
む
と
こ
ろ
を
迫
わ
れ
た
話
が
報

道

さ

れ

て

い

ま

す

。

わ

が

町

の

山

林

で

も

以

前

は

致

多

く

兇

ら

れ

ま

し

た

が

、

最

近

は

か

な

り

滅

つ

て

き

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

す

。

こ

ん

な

小

鳥

や

け

も

の

た

ち

を

守

る

に

は

、

か

れ
・
り

の

生

活

が

人

聞

に

拘

東

さ

れ

る

こ

と

な

く

。

自

由

に

自

然

の

中

で

生

き

て

行

け

る

よ

う

な

環

境

づ

く

り

が

必

要

で

す

。

ま

も

な

く

設

定

さ

れ

る

鳥

猷

保

護

区

は

、

あ

つ

か

し

山

一

帯

の

孔

十

六

ヘ

ク

タ

ー

ル

で

、

こ

の

中

で

の

狩

猟

は

一

切

禁

止

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

ま

た

、

そ

れ

に

伴

い
、

野

鳥

の

森

の

遺

成

が

予

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

辺

は

野

馬

の

繁

殖

地

で

あ

り

、

キ

ジ

を

は

じ

め

。

ヤ

マ

ド

リ

、

カ

ッ

コ

ウ

、

ホ

ト

ト

ギ

ス

。

ウ

グ

イ

ス

、

コ

ガ

ラ

。

ホ

オ

ジ

ロ

、

ツ

グ

｀
』丶
・
：

…

…

な

ど

、

た

く

さ

ん

の

小

鳥

が

隍

息

し

て

お

り

。

こ

れ

を

保

護

し

な

が

ら

繁

殖

し

て

い

こ

う

と

い

う

も

の

で

す

。

野

鳥

の

森

に

は

巣

箱

や

案

内

板

、

給

水

施

設

、

さ

ら

に

、

東

屋

や

探

鳥

路

の

餓

備

も

計

画

さ

れ

て

お

り

、

小

鳥

た

ち

の

す

ば

ら

し

い

楽

園

で

あ

る

と

と

も

に

、

あ

つ

か

し

山

の

ま

た

一

つ

の

魅

力

に

な

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

〇
小
鳥
や
け
も
の
を
楠
ま
え
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
る
場
所

鳥
臥
保
護
区
、
休
猟
ほ
．
道
路
、
公

圓
．
神
社
．

お
寺
の
境
内
な
ど

○
鉄
砲
で
狩
猟
を
狭
止
さ
れ
て

い
る
場

所

禁
止
区
域
．
市
街
地
、
人
家
が
多
く

あ
る
と
こ
ろ
、
人
が
集
ま
る
場
所

（
）鉄
砲
で
符
猟
を
禁
止
さ
れ
て

い
る
時

間
日
没
擒
か
ら
日
の
出
前
ま
で

〇
狩
似
で
危
険
を
防
止
す
る
た
め
禁
止

さ
れ
て

い
る
も
の

爆
発
物
、
劇
薬
．
毒
薬
．
危
険
な
わ

な
、
危
険
な
お
と
し
穴

鴨
田
さ
ん
に
総
理
大
臣
賞

統
計
功
労
者
と
し
て

こ
の
ほ
ど
、
内
谷
字
西
三

一
鴨
田
渭

作
さ
ん
が
、
統
計
功
労
者
と
し
て
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

鴨
田
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
統

計
調
査
員
と
し
て
活
爾
、
最
近
で
は
昨

年
の
就
業
構
造
基
本
調
査
を
担
当
し
ま

し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
続
計
調
査
は
、
地

昧
で
目
立
た
ず
、
し
か
も
労
力
の
い
る

仕
事
で
す
が
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
も
の
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電気料金を割引

い たし ます

昭和53年10月分から
昭和54年３月分まで

※標準家庭の割引額は

月188円になり ます。

東
北
電
力

防衛大 学 学生 の 募集

区　　 分 �受　 付 � 試　　 験 �合椿発表

防衛大幸校

学　　 生 �10

月２日

1

10月21日 �

１次：　　
ｎ月３日～４日

２次:　　12
月６日～８日�S4

年　

２月14日

防斯医科

大 学 生 �10

月２日

1

10月21日 �

１次：　　ll
 月 駆日～19日

２次:S4
年１月６日～８日�54

年　

３月10日



悲
し
み
を
繰
り
返
す
な

交

通
安

全

町

民
大

会

交
通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
の
願

い
を
こ
め
て

桑
折
町
・
国
見
町
交
通
安
全
町
民
大
会

が
．
九
月
九
日
桑
折
町
醸
芳
小
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
れ
は
、
両
町
、
桑
折
警
察
署
．
交

通
安
全
毋
の
会
な
ど
が
主
催
し
て
悲
し

い
事
故
を
少
し
で
も
減
ら
す
よ
う
に
、

協
力
し
て
運
動
を
展
開
し
て

い
こ
う
と

い
う
も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
を
迎
え

ま
し
た
．

大
会
は
、
両
町
か
ら
七
百
人
の
町
民

が
参
加
、
ま
ず
、
大
会
会

長
で
あ
る
菊

田
桑
折
町
長
が
あ
い
さ
つ
．
続

い
て
副

会

長
の
佐
藤
国
見
町
長
、
宇
佐

美
桑
折

署
最
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
次

に
表
彰
式
に
移
り
、
わ
が
町

か
ら
は
交
通
安
全
協
会
部
会
長
の
渡
辺

富
男
さ
ん
、
交
通
安
全
優
良
校
の
森
江

野
小
学
校
、
小
坂
ス
ポ
ー
ツ
扱
興
会

、

国
兄
小
型
運
送
株
式
会
社
が
交
通
安
全

の
協
力
者
と
し
て
表
彫

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
交
通
事
故
で
父
親
を
亡
く
し

た
大
谷
美
恵
子
さ
ん
（

醸
芳
中
三

年
）

が
交
通
遺
児
の
立
場
か
ら
「
み
ん
な
が

原
点
に
帰
っ
て
事
故
ゼ
ロ
を
考
え
る
と

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
悲
惨
な
事

故
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
脈
え
、
参

加
し
た
人
々
の
心
を
う
ち
ま
し
た
。

喪
彰
を
受
け
る
森
江
野
小
学
校

『車は何台走 る？』

「毎口毎日車ばかり多いが、いったいどのくらい通るのかと思っ

て参考までにｰ･ 」と睛″た方がいます。

塚野目の野田善実さん(  81 ) は午前６時 から午後６時まで、県通

国道、高速道路をそれぞれ１日ずつ刈査したそうです。それによる

と、高速道路は12時間で約8.500 台、そんなに通るのかとぴっくり

してしまいます。

雷ａ�暘道
路

所 名�

自　 助　 皐 ���バ イ　ク���自 転 車���歩 行 古

��上り�下り �計 �上 り�１ り�琵�上り�下 り�計�上り�下り�計�合針

７ 月10

日�

県 道

堀野目 �
晰�687�I. 37�S7�73�ほ �119�114�233�42�S】�93�l.82a

８ 月26

日�a

豐

ンド岶 �3.603�3,412�7､015�14

�゙12幻�261
�5 ’

�3!�9;�15�1（ �2S�7,44）

８ 月30

日

�;=:
�4.559�3 , 91g�8.477�21�19�4C ��

�����B,517

善
意
の
窓

斎
藤
光
吉
さ
ん

（
徳
江
字
舘
ヶ
崎
一
七

）

森
江
野
小
へ
施
股
の
一
部
と
し
て

三
万
円

カ
ッ
プ
ル
誕
生

氏
　

名
　

部

落
（
脾
住
所
）

菊
地

徳
雄

石
母
田
西

渡
辺
ア
サ
子

泉
田
中

豪
　

組
夫

大
町
北

古
川

陽
子

大
町
北

吉
田

和
博

第
四

山
田

順
子

保
原
町

加
藤

年
男

福
鳥
市

菊
地
息
笑
子

大
町
南

佐
藤

啓
一
　
高
城

渡
辺
千
鶴
子

福
島
市

標

識

週

間

1
0月
1
6日

～

引
い日

道
路
の
案
内
標
識
は
、

ど
れ
も
「
予

告
」
「
案
内
」
「
確
認

」
と
い
う
。

三

点
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
て
、
至
れ

り
尽
く
せ
り
の
情
報
を
伝
え
て
く
れ
ま

す
。

土
地
の
売
買
は
届
出
を

詞
和
の
と
れ
た
国
土
利
用
の
た
め

に

一
定
面
積
以
上
の

土
地
の
取
引

き
を
す

る
と
き
に
は
、
県
知
事
に
届
出

な
り
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

こ

れ
は
、
昭
和

四
十
九
年
施
行
さ

れ
た
「
国
土
利
用

計
画
法
一
に
よ
り
、
国
土
を
総
合
的
に
　

し

か
も
計
画
的
に
利
用
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

届
出
が
必
要

な
土
地

・
市
衡
化
区
城
が
二
〇
〇
〇
平
方
Ｕ
以

上
（
二
反
歩
）

’
市
街
化
調
整
区
城
が
五
〇
〇
〇
平
方

μ
以
上
（
五
反
歩
）

・
鄒
市
肝
画
区
城
以
外
は
1
0
.０
０
０

平

方
Ｕ
以
匕
（
一
町
歩

）
で

す
．

こ
れ
以
上
の
土
地
の
売
買
を
し
よ
う

と
す
る
豚
は
．
そ
の
土
地
の
所
在
地
や

利
用
目
的
．
取
引
き
の
予
定
対
価
の
額

な
ど
を
記
載
し
た
届
出
書
を
町
長
を
経

て

知
事
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
。
届

出
を
し
た
日

か
ら
六
週
間
以
内
は
契
約

を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
利
用

目
的
が
そ
の
地
域

の
土
地
利
用
叶
画

に
添
わ
な
い
と
か
、
予
定
対
価
の
額
が

地
域
の
水
準
よ
り
も
高
い
と
。
知
事
は
、

取
引
の
中
止
や
対
価
の
変
更

に
つ
い
て

必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。



お
知
ら
せ

移
動
採
血
車
「
い
づ
み
号
」
が

や
っ
て
き
ま
す

き
た
る
十
一
月
十
四
日
、
わ
が
町
に

移
勅
探
血
車
「
い
ず
み
号
」
が
や
っ
て

き
ま
す
。

献
血
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
健
康
な

人
が
。
病
気
や
け
が
の
人
た
ち
を
助
け

る
「
お
互
い
助
け
合
い
」
の
精
神
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
噸
い
い
た

し
ま
す
。

献
血
鳩
所

圃
見
農
協
前

九
時
三
〇
分
～
十
時

国
見
役
場
前

午
前
十
時

～
正
午

国
見
電
子
前

午
後
一
時
Ｉ
一
こ
畤

献
血
の
で
き
る
人

献
血
し
た
い
が
、
と
い
う
人
で
も
献

血
で
き
な
い
人

が
お
り
ま
す
。
で
き
る

人
は
、
年
齢
が
満
十
六
歳
以
上
六
十
四

歳
以
ド
。
体
重
は
男
性
が
四
十
刄
キ
ロ

女
性
は
四
十
キ
ロ
を
超
え
る
方
で
、
的

回
の
献
血
か
ら

１
ヵ
月
以
上
た
っ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
女
性
の
場
合
、

妊
娠
中
と
か
産
磧
六
ヵ
月
以
内
の
方
は

献
血
で
き
ま
せ
ん

献
血

に
あ
た
っ
て
は
医
師
が
問
診
。

視
診
、
血
圧
測
定
、
血
液
比
重
の
検
査
、

血

液
型
の
事
帥
検

責
な
ど
の
健
康
診
断

を
行

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
不
遭
当
と

診
断
さ
れ
れ
ば
献
血
で

き
な

い
こ
と
が

あ
る
こ
と
を
ご
承
知
下
さ

い
。
霑
い
か

え
れ
ぱ
、
献
血
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
の
健

康
状
態
が
わ
か

る
わ
け
で
す
。

狂

犬

病

予

防

注

射

（
サ
ー
ビ
ス
）

第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
が
十
月
十

七

日
、
十
八

日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
郎

合

が
悪
く
て
受
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
日
程
で
再
度
実
施
い
た
し
ま

す
。
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

ｅ

期

日

十
月
二
十
九
日
（
日
）

＠
時

間

午
前
九
時

半
～
十
一
時
半

＠
場

所

国
見
町

役
場
射

ｅ

料

金

九
五
〇
円
（
春
に
登
録
を
受
け
な
い

犬
は
二
千
円
加
算
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

＠
持
参
す
る
も
の

通
知
奮

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の

住
民
援
護
サ
ー
ビ
ス

ｅ

災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助

小
さ
な
災
書

に
は
地
城
社
会
だ
け
で

対
応
で
き
ま
す
が
、
災
害
が
大
き
く
な

る
と
、
市
町
村
だ
け
で
敷
助
に
あ
た
る

こ
と
は
困
難

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
定
の
幕
準
を
こ
え
る
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
は
災

害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
災
書
救
助
法
が
適
用

に
な
る
と
県
の
賁
任
で
救
助
サ
ー
ビ
ス

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
費
用

に
国
庫
負
担

が
行

わ
れ
ま
す
。

＠
災

害
援
護
資
金
の
貸
付
け

災
書
を
受

け
た
世
帯
が
生
活
立
直
し

の
た
め
の
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、

災
害
援
縵
資
企
の
貸
付
け
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

＠
災

害
弔
慰
金

自
然
災
書
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方

に
対
す
る
災
書
弔
慰
金
制
度
が
。
前
記

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
制
度
と
あ
わ
せ

昭
和
四
十
八
年

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

生
計
雛
持
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
二
百

万
円

、
そ
の
他
の
吮
帯
貫
が
亡
く
な
っ

た
増
合
は
百
万
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

九

月

中

に

届

け

ら

れ

た

方

（

敏

称

略

）
．

｛
父
の
氏
名
｝
（
子
の
名
）
（
部
！

小
林

喜
博

絵
美
子

宮

前

鈴
木
　

茂

祥

子

川

内

宍
戸
伊
勢
雄

智

美

町

東

佐
藤

古
茂

祥

子

第

七

野
村

直
人

恵
理
子

板

檎

長
谷
川
宗
夫

貴

士

高

城

丱
砂

由
男
　

剛
　

北

部

阿
部

洋
一
　
俊

和

大
木
戸

松
田

征
雄

美
智
子

貝

田

佐
藤

隆
夫

路

子

小

坂

佐
藤

代
八

代

至

泉
田
中

佐
藤

春
男

智

美

第

二

安
藤

正
晴
　

航
　

前

田

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

九
月
中
に
届
け
ら
れ
た
方
（
敬
称
略
）

（
氏

名
）
　

（
年
齢
）

（
部
落
）

斎
藤
今
朝
泊
　
8
5
　

貝

田

斎
藤

シ
ナ
　
8
4
　

山

根

斎
藤

マ
ツ
ヘ
　
8
4
　

山

根

菊
地
（

ル
ヱ
　
6
5
　

石
毋
田
庫

編
集
日
記

ｏ

秋
も
日
一
日
と
深

ま
り
、
も
み
じ
前

線
は
北

か
ら
南
へ
。
山
か
ら
ふ
も
と
へ

と
下

降
中

。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
い
も

煮
会
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
。
何
と
い
っ
て

も
食
欲
の
秋
ト

ト
食
べ
る
こ
と
は
一
番

楽
し
い
。
そ
し
て
も
う
一
つ
左
党
に
と

っ
て
は
「
酒
は
静
か
に
飲
む
ぺ
か
り
な

り
」
。
赤

ち
ょ

う
ち
ん

が
待
っ

て
い

る
。

ｏ

夕
暮
れ
が
旱
く
ほ
ん
と
う
に
日
が
短

か
く
な
っ

て
き
た
。
そ
の
分
夜
が
長
く

長
く
な
っ

た
わ
け
だ
が
（
あ
た
り
前
）

さ
て
、
秋
の
夜
長
を
有
意
義
に
過
ご
そ

う
と
考
え
た
。
こ
ん
ど
こ
そ
じ
っ
く
り

名
作
を
晩
も
う
。
い
や
い
や
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
で
も
聞
こ
う
か
。
と
、
こ
こ
ま
で

は
い
い
の
だ
が
。
い
つ
の
間
に
マ
ン
ガ

本
に
代
わ
り
、
テ

レ
ビ
に
ゴ
ロ
寝
ｒ

‐：

あ
あ
、
こ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

進
歩
す

る
は
ず
が
な
い
。

今
月
の
納
税

町
県
民
税

国

保

税

第
三

期
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